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（エックス線の管理に関する知識）

問1エックス線管から発生する連続エックス線に朗する

次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）管電圧が一定の場合、管電流を増加させると、連

続エックス線の全強度は管電流に比例して増加する。

（2）管電圧が一定の場合、管電流を増加させると、違

続エックス線の最短波長は短くなる。

（3）管電圧が一定の掛合、管電流を増加させると、連

続エックス線の最高強度を示す波長は長くなる。

（4）管竜圧と管電流が一定の場合、ターゲット元素の

種類を変えても、連続エックス線の全強度は変わら

ない．

（5）管亀圧と管電流が一定の場合、ターゲット元素の

原子番号が小さいほど、連続エックス線の最短波長

は長くなる。

間　2　特性エックス紛こ関する次の記述のうち、正しいも

のはどれか。

（1）特性エックス線の波長は、ターゲット元素の原子

番号が大きくなると長くなる。

（2）特性エックス線は、連続スペクトルを示す。

（3）管屯圧が、K系列の特性エックス線を発生させる

のに必要な限界値であるK励起電圧を下回るときは、

他の系列の特性エックス線も発生することはない。

（4）K殻電子が電離されたことにより特性エックス線

が発生することを、オージェ効果という。

（5）K系列の特性エックス線は、管電圧を上げると強

度が増大するが、その波長は変わらない。

間　3　連続エックス線が物体を透過する場合の減弱に関す

る次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）連続エックス線が物体を透過すると、実効エネル

ギーは物体の厚さの増加に伴い低くなる。

（2）連続エックス線が物体を透過すると、全強度は低

下し、特に低エネルギー成分の減弱が大きい。

（3）連綬エックス線が物体を透過すると、最高強度を

示すエックス線エネ′レギーは、高い方へ移動する。

（4）連続エックス線の実効エネルギーが高くなると、

平均減弱係数は小さくなる。

（5）連続エックス線が物体を透過するとき、透過エッ

クス線の全強度が物掛こ入射する直前の全強度の

1／2になる物体の厚さを〟aとし、直前の全強度

の1／4になる物体の厚さを〝bとすれば、〃bは

〝8の2倍よりも大きい。

開　4　エックス線と物質との相互作用に関する次の記述の

うち、正しいものはどれか。

（1〉　レイリー散乱により散乱されたエックス線の波長

は、入射エックス線より長くなる。

（2）光電効果が起こる確率は、入射エックス線のエネ

ルギーが高くなるほど低下する。

（3）光電効果により原子から放出される光電子の運動

エネルギーは、入射エックス線のエネルギーと等し

い。

（4）コンプトン効果により散乱したエックス線は波長

がそろっており、互いに干渉して回折現象を起こす。

（5）コンプトン効果によるエックス線の散乱臥入射

エックス線のエネルギーが高くなると、前方より後

方に多く生じるようになる。



開　5　単一エネルギーで太い農東のエックス線が吸収体を

通過するときの減弱を表す場合に用いられる再生係数

（ビルドアップ係数）に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（1）再生係数は、1未満となることはない。

（2）再生係数は、線東の広がりが大きいほど大きくな

る．

（3）再生係数は、入射エックス線のエネルギーや吸収

体の材質によって異なる。

（4）再生係数は、吸収体の厚さが厚くなるほど大きく

なる。

（5）再生係数臥入射エックス線の線量率が大きいほ

ど大きくなる。

間　6　単一エネルギーの細いエックス線東が物体を透過す

るときの減弱に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（1）半価層の値は、エックス農の線量率が高くなると

大きくなる。

（2）半価眉の値は、エックス線のエネルギーが変わっ

ても変化しない。

（3）半価眉鳥（6m）と減弱係数　〟（cm‾1）との間には、

仏力＝logl02の関係がある。

（4）半価層の5倍に相当する厚さが1／10価層であ

る。

（5）硬エックス線の場合は、軟エックス線の場合より、

半価層の値が大きい。

エアクス線A
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間　7　エックス線を利用する装置とその原理との組合せと

して、誤っているものは次のうちどれか。

（1）ェックス線CT装置・t…

（2）ェックス線応力測定装置…・・1・・＝

（3）蛍光エックス線分析装置・……

（4）ェックス線マイクロアナライザー…

（5）ェックス線厚さ計…・・・…………・…・・

回折

回折

分光

分光

散乱

間　8　管理区域設定のための外部放射線の測定に関する次

の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）放射線測定器は、国家標準とのトレーサビリティ

が明確になっている基準測定券又は数量が証明され

ている線源を用いて測定実施日のl年以内に校正さ

れたものを用いる。

（2）測定は、原則として電離箱式サーベイメータを用

いることとし、フィルムバッジなどの積算型放射線

測定器は用いてはならない。

（3）測定点は、壁等の構造物によって区切られた領域

の中央細と境界の床面上106mの位置の数箇所と

する。

（4）あらかじめ計算により求めた1¢m線量当暮又は

1cm線量当量串の高い箇所から低い箇所へ順に測

定していく．

（5）あらかじめパックグラウンド値を調査しておき、

これを測定値に加算して補正した億を測定結果とす

る。



間　9　あるエネルギーのエックス線に対する鉄の質生滅弱

係数が0．5cm2／gであるとき、このエックス線に対

する鉄の1／10価層に最も近い厚さは次のうちどれ

か。

ただし、鉄の密度は7．98人m3とし、10g。2＝

0．69、1喝5＝1．61とする．

（1）3mm

（2）4mm

（3）5mm

（4）6mm

（5）7mm

問10　波高億による管電圧が150kVのエックス線管から

発生するエックス線の最短波長（nm）に最も近い億は、

次のうちどれか。

（1）0．001

（2）0．008

（3）0．02

（4）0．08

（5）0．2

エツタス線A
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（関係法令）

周11エックス線装置を用いて放射線業務を行う場合の管

理区域に関する次の記述のうち、法令上、正しいもの

はどれか。

（1）管理区域とは、実効線量が1か月間に3m釦を超

えるおそれのある区域をいう。

（2）管理区域設定に当たっての外部放射掛こよる実効

線量の算定は、1αn線暮当丑及び70pm線量当i

により行う．

（3）管理区域には、必要のある者以外の者を立ち入ら

せてはならない。

（4）管理区域に一時的に立ち入る労働者については、

外部被ばくによる線量を測定する必要はない。

（5）管理区域内の労働者の見やすい場所に、放射線業

務従事者が受けた一定期間ごとの外部被ばくによる

線量の測定結果を掲示しなければならない。

開12　次のAからDまでの放射線業務従事者の被ばく限度

について、法令上、正しいものの組合せは（1）～（5）

のうちどれか。

A　女性の放射線業務従事者（妊娠する可能性がな

いと診断されたもの及び妊娠と診断されたものを

除く。）が受ける実効線土の限度
…・6か月間に15mSY

B　妊娠と診断された女性の放射線業務従事者が腹

部表面に受ける等価線量の限度
………………‥・妊娠中に2mSY

C　緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が

皮鼎こ受ける等価線量の限度
……当該緊急作集中に500mSY

D　緊急作業に従事する男性の放射線業務従事者が

根の水晶体に受ける等価線tの限度
・・‥当該緊急作業中に300mSY
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間13　エックス線渡せを取り扱う放射線業務従事者が管理

区域内で受ける外部被ばくによる線量を測定するため

に放射線測定者を装着するすべての部位として、法令

上、誤っているものは次のうちどれか。

（1）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

頭・頸部であり、次に多い部位が腹・大腿部である

男性の放射線業務従事者………胸部及び頭・頸部

（2）最も多く放射凱こさらされるおそれのある部位が

胸・上腕部であり、次に多い部位が手格である男性

の放射線乗務従事者…叩・…‥‥胸部のみ

（3）最も多く放射線にさらされるおそれのある敵位が

手持であり、次に多い部位が頭・頸龍である男性の

放射線業務従事者………………胸部及び手指

（4）最も多く放射紺こさらされるおそれのある部位が

手指であり、次に多い払位が腹・大農部である女性

の放射線業務従事者（妊娠する可能性がないと診断

されたものを除く8）　　…‥腹部及び手相

（5）最も多く放射鳶鋸こさらされるおそれのある部位が

頭・頚部であり、次に多い卸位が手指である女性の

放射線業務従事者（妊娠する可能性がないと診断さ

れたものを除く。）・t………‥腹部及び頭・頸部

問14　エックス線の外部被ばくによる線量の測定結果の確

認、記録等に関する次の記述のうち、法令上、誤って

いるものはどれか。

（1）5年間において、実効線土が1年間につき20

mSYを超えたことのある男性の放射線業務従事者の

実効線量について臥　3か月ごと、1年ごと及び5

年ごとの合計を算定し、記録しなければならない。

（2）1か月間に受ける実効線量が1．7mSYを超える

おそれのある女性の放射線業務従事者（妊娠する可

能性がないと診断されたものを除く。）の実効線量

については、1か月ごと、3か月ごと及び1年ごと

の合計を算定し、記録しなければならない。

（3）放射線業務従事者の人体の組織別の等価線虫につ

いては、6か月ごと及び1年ごとの合計を算定し、

記録しなければならない。

（4）測定結果に基づいて算定し、記録した線土はL遅

滞なく、放射線業務従事者に知らせなければならな

い。

（5）放射線業務従事者に係る線量の算定結果の記録は、

原則として、30年間保存しなければならない。

エグクス線A
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間15　エックス線装置を使用する場合の外碍放射線の防護

に関する次の措置のうち、電離放射線障害防止規則に

違反しているものはどれか。

（1）装置の外側における外部放射線による1¢m線量

当士卒が20pSv／血を超えないように遠へいされた

構造のエックス線装置を、放射線装置童以外の重に

設置している。

（2）工薬用のエックス線装置を設置した放射線装置室

内で、磁気探傷法や超音波擁傷法による非破壊検査

も行っている．

（3）管電圧130kVのエックス線装置を放射線装置垂

に設置して使用するとき、装優に電力が供給されて

いる旨を関係者に周知させる措置として、手動の表

示灯を用いている。

（4）分析用の特定エックス線装置を使用して作業を行

うとき、作業の性質上快線を利用しなければならな

いため、ろ過板を使用していない。

（5）エックス線装置を設置した放射線装置室について

遮へい壁を軌ナ、労働着が常時立ち入る場所におけ

る外部放射鰍こよる実効線量を、1週間につきl n癌V

以下にするよう管理している。

間16　電離放射線障害防止規則において、エックス線作業

主任者の鵬として規定されていないものは、次のう

ちどれか。

（1）管理区域の標識が法令の規定に適合して掛ナられ

るように措置すること。

（2）特定エックス線装置を使用するとき、照射掃又は

しぼりが適切に使用されるように措置すること。

（3）特定エックス線装置を放射線装置室以外の場所で

使用するとき、放射線を労働者が立ち入らない方向

に照射し、又は速へいする措置を講じること。

（4）工業用エックス線装置を放射線装荘重以外の場所

で使用するとき、照射開始前及び照射中に、立入禁

止区域に労働者が立ち入っていないことを確認する

こと。

（5）外部放射線を測定するための放射線測定者につい

て、校正を行うこと。



間17　電＃放射線障害防止規則に基づく健康診断に関する

次の記述のうち、誤っているものはどれれ

（1）管理区域に一時的に立ち入るが放射線業務に常時

従事していない労働者に対しては、健康診断の実施

は義務付けられていない。

（2）定期の♯康診断において、当該健康診断を行う目

の前6か月間に受けた実効線量が5mSYを超えず、

かつ、その後6か月間に受ける実効線量が5mSv

を超えるおそれのない労働者については、被ばく歴

の有無の調査及びその評価を除く他の項目について

は省略することができる。

（3）健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、その結果に基づき、健康を保持

するため必要な措置について、健康診断実施日から

3か月以内に、医師の意見を聴かなければならない。

（4）電離放射線健康診断結果報告書の所轄労働基準監

督署長への提出は、定期に行った健康診断について

は幾務付けられているが、雇入れ又は放射線業務へ

の配置替えの際に行った健康診断については義務付

けられていない。

（5）健康診断の結果に基づき、電離放射線健康診断個

人票を作成し、原則として30年間保存しなければ

ならない。

間18　エックス線装置構造規格に基づき特定エックス線装

置の見やすい箇所に表示しなければならない事項に該

当するものは次のうちどれか。

（1）製造著名

（2）製造番号

（3）設置年月

（4）ェックス線管の遮へい能力

（5）ェックス線作業主任者の氏名

エアタス線A
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間19　エックス線装置を用いて放射線秦務を行う作業場の

作業環境測定に関する次のAからDまでの記述につい

て、法令上、正しいものの組合せは（1）～（5）のうち

どれか。

A　測定は、原則として、6か月以内（エックス線

装置を固定して使用している場合において使用の

方法及び逓へい物の位置が一定しているときは1

年以内）ごとに1臥定期に行わなければならな

い。

B　測定は、1cm線量当量串又は1cm線土当土

について行うものとするが、70四m線量当量率

が1∝n線量当量串を超えるおそれのある場所又

は70pm線量当土が1m線i当土を超えるお

それのある場所においては、それぞれ70pm線

量当t率又は70pm線量当量について行わなけ

ればならない。

C　測定を行ったときは、その都度、測定日時、測

定結果等所定の事項を記録し、これを5年間保存

しなければならない。

D　斬定の鮨具は、見やすい場所に掲示する等の方

法により、管理区域に立ち入る労働者に周知させ

なければならない。

間20　エックス線装置による非破壊検査業務に従事する労

働着30人を含めて350人の労働者を常時使用する

製造業の事業場の安全衛生管理体制として、法令に違

反しているものは次のうちどれか。

（1）衛生管理者を2人選任している。

（2）総括安全衛生管理者を選任していない。

（3）安全衛生推進者を選任していない。

（4）選任している産業医は、事業執こ専属の者ではな

い。

（5）選任した衛生管理者は他の業務を兼務している．

（午前終り）
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エ　ご′　ク　＿ス線イン声業主任青春宅験B

工，タス線B
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（エックス線の測定に関する知識）

間1放射線の量とその単位に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（1）吸収線量は、電＃放射線の照射により、単位質量

の物質に付与されたェネルギーをいい、単位はJ／短

で、その特別な名称としてGyが用いられる。

（2）カーマは、エックス線などの間接電離放射線の照

射により、単位質量の物質中に生じた二次荷電粒子

の初期運動エネルギーの総和であり、単位はJ／kgで、

その特別な名称としてGyが用いられる。

（3）等価線量の単位は吸収線量と同じJ／kgであるが、

吸収線量と区別するため、特別な名称としてSYが用

いられる。

（4）実効線量は、放射線防護の観点から定められた重

であり、エックス線などの光子の場合、照射線量l

C／kgが実効線量lSYに相当する。

（5）ov（電子ボルト）は、放射線のエネルギーの単位

として使用され、1eVは約1．6×10‾1りに相当

する。

間　2　放射線防護のための被ばく線量の算定に関する次の

AからDまでの記述について、正しいもののすべての

組合せは（1）～（5）のうちどれか。

A　外部被ばくによる実効線量は、1〇m線量当量

により算定する。

B　眼の水晶体の等価線量は、放射線の種類及びエ

ネルギーに応じて、1cm線暮当量又は70匹線

量当量のうち、いずれか藩切なものにより算定す

る。

C　皮膚の等価線量は、エックス鳶鋸こついては1cm

線量当土により算定する。

D　妊娠中の女性の腹部表面の等価線量は、腹・

大腿部における70pm線t当量により算定する。

（1）A．B

（2）A，

（3）A．

（4）B，

（5）C，

間　3　放射線検出器とそれに関係の深い事項との組合せと

して、誤っているものは次のうちどれか。

（1）電離箱…………………………飽和簡域

（2）比例計数管・…・・…‥‥………‥窒息現象

（3）化学線量計…………………‥・G値

（4）半導体検出器…t・　　　…・電子・正札対

（5）シンチレーション検出器……1匿子増倍

間　4　放射線の判定等の用掛こ関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（1）放射線が気体中で1僻のイオン対を作るのに必要

な平均エネルギーをW値といい、気体の種掛こは依

存せず、放射線のエネルギーに応じてほぼ」定の億

をとる。

（2）半導体検出暑削こおいて、荷屯粒子が半導体中で1

僻の電子・正札対を作るのに必要な平均エネルギー

を8値といい、シリコンの猥合は約3．68V軽度で

ある。

（3）積分型の測定執こおいて、放射線が入射して作用

した時点からの時間経過とともに、線量の読取り億

が減少していくことをフェーディングという。

（4）GM計数管で放射線を計数するとき、分解時間内

に入射した放射線は計数されないため、その分、計

測値が減少することを数え落しという。

（5）計数率計の積分回路の時定数は、計数率計の指示

の即応性に関係した定数で、時定数の借を大きくす

ると、指示値の相対標準偏差は小さくなるが、応答

速度は遅くなる。

D
 
D

B
 
C
 
C
 
D



問　5　次のエックス線とその測定に用いるサーベイメータ

との組合せのうち、不適切なものはどれか。

（1）50～200keVのエネルギー範囲で、50pSY／b

程度の線量率のエックス線
・lH・……電離箱式サーベイメ一一タ

（2）10hV程度のエネルギーで、1mSy／b程度

の線量率のエックス線
＝…‥N8ⅠくTl）シンチレーション式サーベイメータ

（3）100keV程度のエネルギーで、10pSY／b程度

の線暮率のエックス線

…・半導体式サーベイメータ

（4）300keV程度のエネルギーで、10mSY／b程度

の線生率のエックス線

▲・‥・…・電離箱式サーベイメータ

（5）300keV程度のエネルギーで、100pSv／b程度

の線量率のエックス線
‥…GM計数管式サーベイメータ

問　6　被ばく線量測定のための放射線測定掛こ関する次の

記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）電離箱式PD型ポケット線量計は、充電により先

端がY字状に開いた石英繊維が放射線の入射により

閉じてくることを利用した線量計である。

（2）蛍光ガラス線量計は、放射線により生成された蛍

光中心に緑色のレーザー光を当て、発生する蛍光を

測定することにより線量を読み取る。

（3）光刺激ルミネセンス（OSL）線量計は、輝尽性蛍

光を利用した線量計で、素子には炭素添加酸化アル

ミニウムなどが用いられている。

（4）半導体式ポケット線i計は、固体内での放射線の

電離作用を利用した線量計で、検出器にはPN接合

型シリコン半導体が用いられている。

（5）電荷蓄積式（DI S）線量計は、電荷を蓄積する不

揮発性メモリ素子（MOSFETトランジスタ）を電

離箱の構成要素の一部とした線量計で、線土の読み

取りは専用のリーグを用いて行う。

工，タス線B
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間　7　熟ルミネセンス線量計（TLD）に関する次の記述の

うち、誤っているものはどれか。

（1）加熱統み取り装置で線量を一度読み取った後、再

度読み取ることはできない。

（2）加熱温度と熱蛍光強度との関係を示す曲線を、グ

ロー曲線という。

（3）一度使用した素子は、アニーリングにより繰り返

し使用することができない。

（4）フィルムバッジより測定可能な下限線量が小さく

線土の測定範園が広い。

（5）線量計の素子の感度には若干のばらつきがあるの

で、読み取り装置の校正を行う必要がある。

開　8　GM計数管に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（1）GM計数管では、入射放射紺こよって生じる一次

イオン対の量とは無関係にほぼ一定の大きさの出力

パルスが得られる。

（2）GM計数管の電離気体としては、通常アルゴンな

どの希ガスが用いられる。

（3）GM計数管に臥放射軌こよって生じる放電を短

時間で消滅させるため、消滅ガスとしてアルコール

などの有機ガス又は臭素などのハロゲンガスが少量

混入される。

（4）GM計数管では、入射放射線のエネルギーを分析

することができる。

（5）プラトーが長く、その傾斜が小さいプラトー特性

のGM計数管の方が、一般に性能が良い。



問　9　ある放射線測定器を用いて亡秒間放射線を測定し、

計数値JVを得たとき、計数値の標準偏差を表すものは、

次のうちどれか。

（1）JV／亡

（2）」V／f2

（3日好

（4）前
（5）席ノf

閤10　標準線源から1mの距阻こおいて、電離箱式サーベ

イメータの積算モードでの校正を行ったところ、檜針

が目盛りスケール上のある目盛りまで振れるのに30

秒かかった。この目盛りの正しい値は次のうちどれか。

ただし、この標準銀波から1mの距幹における1m

線量当主率は3．6mSY／hとする。

（1）10pSY

（2）1511Sv

（3）30pSV

（4）45pSv

（5）60pSY

エックス線B
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（次の科目が免除されている方は、間11－問20は解答し

ないで下さい。）

（エックス線の生体に与える影執こ関する知識）

間11放射線感受性に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（1）細胞分裂の周期のS期（DNA合成期）後期の細胞

は、M期（分裂期）の細胞より放射線感受性が低い。

（2）細胞分裂の周期のGl期（DNA合成準備期）後期

の細胞は、G2期（分裂準備期）初期の細胞より放射

線感受性が低い。

（3）細胞に放射線を照射したときの線量を横軸に、細

胞の生存率を縦l削ことってグラフにすると、ほとん

どの哺乳動物細胞では拇教師数型となる。

（4）小腸の絨毛先端部の細胞は、腺萬細胞（クリプト

細胞）より放射線感受性が高い。

（5）骨組織の放射線感受性は、小児においても成人と

同様に低い。

開12　エックス線の直接作用と間接作用に関する次の記述

のうち、正しいものはどれか。

（1）ェックス線光子と生体内の水分子を構成する原子

との相互作用の結果生成されたラジカルが、直接、

生体高分子に損傷を与える作用が直接作用である。

（2）エックス線光子によって生じた二次電子が、生体

高分子の電陛又は励起を行い、生体高分子に損傷を

与える作用が間接作用である。

（3）ェックス線のような低LET放射線が生体に与え

る影響は、直接作用によるものより間接作用による

ものの方が大きい。

（4）生体中にシステイン、システアミンなどのSH基

を有する化合物が存在すると放射線効果が軽減され

ることは、主に直接作用により説明される，

（5）溶液中の酵素の濃度を変えて一定線量のエックス

線を照射するとき、酵素の濃度が減少するに従って

酵素の全分子のうち不活性化される分子の占める割

合が増加することは、直接作用により鋭明される．



簡13　放射線によるDNAの損傷と修復に関する次の記述

のうち、正しいものはどれか。

（1）DNA損齢こは、塩基損傷とDNA鎖切断がある

が、エックス線のような間接電＃放射線では、塩基

損傷は生じない。

（2）DNA鎖切断のうち、二垂らせんの両方が切れる

2本鎖切断の発生頻度は、片方だけが切れる1本鎖

切断の発生頻度より高い。

（3）細胞には、DNA鎖切断を修復する機能があり、

修復が誤りなく行われれば、細胞は回復し、正常に

増殖を続けるが、塩基損傷を修復する機能はない。

（4）DNA鎖切断のうち、1本鎖切断は2本鎖切断に

比べて修復されやすい。

（5）DNA2本鎖切断の修復方式のうち、非相同末端

結合修復は、DNA切断端どうしを直接結合する方

式であるため、誤りなく行われる。

開14　放射線感受性に関する次の文中ヰ＝コ内に入れる

AからCの組織・器官名の組合せとして、適切なもの

は（1）～（5）のうちどれか。

r成人の人体の組織・器官のうちの一郎について、

放射線に対する感受性の高いものから低いものへと塀

に並べると、［玉コ、［二亘コ、［：三二］となる。」

A B C

（1）甲状腺　　　　神経組織

（2）神経組織　　　肺

（3）骨髄　　　　　肺

（4）筋肉　　　　　甲状腺

（5）甲状腺　　　　骨髄

ユタタス線B
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間15　放射線の被ばくによる確率的影響と確定的影響に関

する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）確率的影響では、被ばく線量が増加すると障害の

重篤度が大きくなる。

（2）確定的影響では、被ばく線量と障害の発生率との

関係は指数関数で示される。

（3）遺伝的影凱ま、確定的影1鋸こ分類される。

（4）実効線量は、確率的影響を評価するための量であ

る。

（5）しきい線量は、確率的影響には存在するが、確定

的影響には存在しない。

間16　放射紺こよる遺伝的影響等に関する次のAからDま

での記述について、正しいものの組合せは（1）～（5）

のうちどれか。

A　生殖細胞が被ばくしたときに生じる影響は、す

べて遺伝的影響である。

B　生殖細胞の突然変異には、遺伝子突然変異と染

色体異常がある。

C　小児が被ばくした掛合でも、その子孫に遺伝的

影響が生じるおそれがある。

D　放射線照射により、突然変異率を自然における

俵の2倍にする線量を倍加線量といい、その借が

小さいほど遺伝的影響は起こりにくい。

（1）A，B

く2）A，C

（3）B，C

（4）B，D

（5）C，D

織組

肉

肉

腺

経

肺

筋

筋

汗

神



間17　生体に対する放射線効果に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（1）線量率効果とは、同一線量の放射線を冊射した塘

合でも、線丑率の高低によって生物学的効果の大き

さが異なることをいう。

（2）RBE（生物学的効果比）は、基準となる放射線と

閉居にしている放射線とが、同じ生物学的効果を与

えるときの各々の吸収線量の比であり、線質の異な

る放射線による生物学的効果を比較する場合に用い

られる。

（3）OER（酸素増感比）は、細胞内に酸素が存在しな

い状態と存在する状態とで同じ生物学的効果を与え

る線iの比であり、酸素効果の大きさを表すときに

用いられる。

（4）組織加重係数は、各組織・臓器の確率的影響に対

する相対的なリスクを表す係数である。

（5）半致死線量は、被ばくした集団中のすべての個体

が一定期間内に死亡する最小線量の50％に相当す

る線量である。

間18　ヒトが一時に全身にエックス線の照射を受けた場合

の早期影響に関する次の記述のうち、正しいものはど

れか．

（1）0．5Gy以下の被ばくでは、末梢血液の検査で異

常が藩められることはない。

（2）1－2qy程度の被ばくでは、放射線宿酔の症状

が現れることはない。

（3）3－5Gy程度の被ばくによる死亡は、主に造血

器官の障害によるものである。

（4）被ばくした全員が60日以内に死亡する線量の最

小底は、約4Gyである。

（5）10～15Gy程度の被ばくによる死亡は、主に

中枢神経系の障害によるものである。

エククス線B
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問19　放射貞則こよる身体的影響に関する次のAからDまで

の記述について、正しいものの組合せは（1）～（5）の

うちどれか。

A　眼の水晶体上皮細胞が損傷を受けて発生する白

内障は、早期影響に分類される。

B　白内障の潜伏期は、被ばく線量が多いほど短い

傾向にある。

C　晩発影響である白血病の潜伏期は、その他の

がんに比べて一般に短い。

D　放射掛こよる皮膚障書のうち、脱毛は、潜伏期

が1～3か月程度で、晩発影響に分類される。

（1）A，B

（2）A，C

（3）B，C

（4）B，D

（5）C，D

間20　胎内被ばくに関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（1）着床前期の被ばくでは胚の死亡が起こりやすく、

生き残って発育を紗ナた胎児には、奇形が発生する。

（2）胎内被ばくにより胎児に生じる奇形は、確率的影

響に分類される．

（3）器官形成期に被ばくした胎児には奇形が発生する

ことはないが、出生後、精神発達遅滞が生じるおそ

れがある。

（4）胎児期には脳の放射線感受性が低く、この時期に

被ばくしても、出生後、精神発達遅滞が生じること

はないが、身体的な発育遅延が生じるおそれがある．

くら）胎内被ばくによる出生後の発育遅延は、確定的影

響に分類される。

（終　り）


